
ピアニスト瀬田敦子

第 1 章 　「 ピアニス ト へ の 道 」

私 は ピアニス ト 、 人 生 の 大 半 を ピアノ と 共 に 生 きてき まし た ・ ・ ・

と 言 って も 阪 神 大 震 災 に 遭 う まで は 「 音 楽 大 学 を 卒 業 」 して 「 ピアノ を 教 えて 」 そ して 「 時 々 コ ン サ ート に出 演

する 」 と いっ た 、 ごく あ りふ れた 普 通 の 主 婦 と して、 夫 と 一 人 娘 と 愛 犬 と 共 に 平 凡に 暮 ら して い まし た 。

阪 神 大 震 災 が 起 き た 1 9 9 5 年 1 月 、 3 9 歳 だっ た 私 は 兵 庫 県 の 武 庫 川 女 子 大 学 で ピアノ を 教 えて い まし た 。

震 災 で は た く さん の 学 生 さん や 友 人 達 が 一 夜 に して 亡 く な り、 特 に 一 番 親 しい 同 僚 であっ た 猪 木 聡 子 さん が亡 く

なっ た の は 私 に とって 大 ショッ ク であ り、 な ぜ あ ん な に 若 く 才 能 あ る ピアニス ト が 亡 く なって、 私 が ま だ生 かさ

れて いる の か ？ と いう 自 責 の 念 に 駆 ら れ まし た 。 毎 日 のよ う に 報 道 さ れ る 死 者 の 数 や 被 災 地 で 救 助 活 動を 続 ける

人 々 を 見 て、「 私 は なんて 無 力 な 人 間 な の だ ろう ！ 」 と 悶 々 と し 、「 こ ん な 時 に ピアノ なんて ！ 」 と いう 想 いか

ら 3 ヶ 月 ほ ど ピアノ を 弾 く こ と もで き ませんで し た 。

そん な 私 を 救 っ た の が アルゼ ン チ ン ピアニス ト 、 エ ドゥ アル ド ・ デルガ ド 氏 の チャ リ ティ コ ン サ ート で す。

恥 ず か し な が ら ピアノ の 音 を 聴 いて 涙 し た の は そ の 時 が 初 めて で し た 。 美 しい 音 色 が 私 の 心 の 琴 線 に 触れ 、「音

楽 に は 人 を 慰 め 、 勇 気 づ ける 力 が あ る 」 と いう 事 を 知 っ た の で す。 そ れ まで の 私 に とっては 、 音 楽 は お勉 強の 一

環 で し かあ り ませんで し た 。「 大 学 で 学 んだ 事 を 学 生 に 教 える 」 そ して 「 時 々 自 分 が 研 鑽 を 積 んだ 楽 曲 を コ ンサ

ート で 発 表 する 」 と 言 っ た 「 全 く 社 会 や 人 々 の 感 情 と は 関 わ り の な いと ころで 」 で も 「 常 識 的 に 」 生 きてい まし

た 。 今 思 え ば 、 そ れ が 家 族 の 望 みで も あっ た かと 思 い ます。 で も 私 は そ の 「 常 識 」 を 逸 脱 し 、 妻 、 母 と しての役

目 や 嫁 、 娘 と しての 役 割 を か な ぐ り 捨 て て、 ピアニス ト へ の 道 を 邁 進 し 始 め た の で す。

デルガ ド 先 生 の コ ン サ ート の 後 、 直 ぐ 楽 屋 に 駆 け 込 んで 先 生 に 指 導 を 仰 いだ 私 は 、 そ れ か ら 先 生 の も とで研 鑽 を

積 み 、「 人 の 心 に 触 れ る こ との で きる 美 しい 音 」 を 求 めて 昼 夜 を 問 わず ピアノ に 向 か い 、 持 てる 全 ての情 熱を 注

いで き まし た 。 そ れ が 私 に で きる、 若 く して 亡 く なっ た 猪 木 さん へ の 唯 一 の 追 悼 だ と 信 じ 、 ひた す ら 頑 張ってき

まし た 。

お か げさ まで デルガ ド 先 生 に 師 事 して 一 年 後 （ 私 が 4 1 歳 の 時 ） イタ リ ア で 開 催 さ れた 国 際 コ ンクール で優勝

し 、 ヨーロッ パ デビュー の チャ ンス を 得 まし た 。 そ して 2 0 0 3 年 に は 日 本 で も 、 デルガ ド 先 生 か ら 教 わった アル

ゼ ン チ ン の 作 曲 家 A ・ ヒ ナス テ ラ の 曲 を 発 表 し 、 大 阪 の ザ ・ フェ ニッ クス ホール の エヴォ リューショ ンシリーズ

に 採 用 さ れ 、 ク リ ティッ クク ラ ブ 奨 励 賞 を 受 賞 する など、 確 実 に 活 動 の 基 盤 が 広 がって い き まし た 。 2 0 0 4 年 に

は 同 じ く イタ リ ア で 開 催 さ れた 国 際 コ ンクール で ヒ ナス テ ラ 特 別 賞 を 受 賞 し 、 2 0 0 5 年 に は ニ ュー ヨーク 大 学 と

カ ーネ ギ ーホール に 招 待 さ れて 演 奏 し まし た 。

そ れ か ら の 私 の 人 生 は 激 変 し まし た 。 長 く 勤 めて いた 武 庫 川 女 子 大 学 を 退 職 し 、 演 奏 活 動 に 専 念 し まし た。そし

て 娘 の 大 学 卒 業 を 機 に 主 人 は 早 期 退 職 を し 、 2 人 で タイ へ 移 住 し 、 タイ ・ チェ ン マイ の パ ヤッ プ 大 学 音楽 学 部客

員 教 授 と して ピアノ を 教 えな が ら 演 奏 活 動 を 続 け まし た 。 あ り が た いこ とに パ ヤッ プ 大 学 の ご 理 解 に より、夏 の

間 3 ヶ 月 間 は ヨーロッ パ へ の 演 奏 旅 行 を お 給 料 を いた だきな が ら 続 ける こ と が で き 、 キャ リ ア を 積 む こと が でき

た わ け で す。 こ の タイ で の 1 0 年 間 は 私 の 全 盛 期 だっ た と 思 い ます。 学 生 たち は 日 本 と 違 って 怠 け 者 で し た が、先

生 を 尊 敬 し 私 を 心 か ら 慕 ってく れ まし た 。 タイ で は 新 しく 生 ま れ 変 わっ た 私 の 信 念 に 基 づ き 「 真 の 音 楽とは 何た

るか ？ 」「 美 しい 音 を 出 す テクニッ ク と は ？ 」 を 一 生 懸 命 教 え た つ も り で す。 学 生 たち は 今 で も 私 に 習っ たこと

を 誇 りに 思 い 、 若 い 世 代 に 繋 いで く れて い ます。 そ して パ ヤッ プ 大 学 か ら は 名 誉 教 授 の 称 号 を いた だき まし た 。

あ り が た いこ と で す ！

さて、 そん な 幸 せ な タイ で の 生 活 で し た が、 タイ の 法 律 で 6 0 歳 と いう 定 年 を 迎 え 、 2 0 1 8 年 （ 6 2 歳 の 時 ） 心 を

残 し な が ら も 新 た な 舞 台 を 求 めて ポー ラ ン ド へ 移 住 し まし た 。 ポー ラ ン ド は ヨーロッ パ で も 特 に 音 楽 的で私 の大

好 きな 国 で し た 。 旧 知 の 友 人 も 多 く 、 す で に 2 0 1 4 年 に ヨーロッ パ 演 奏 旅 行 の 拠 点 と して 小 さ な アパート と ピア

ノ を 買 って 夏 の 間 よ く 滞 在 して い まし た 。 2 0 1 7 年 にそ の アパート を 一 回 り 大 き い アパート に 買 い 替 えて、 翌年

1 月 夫 と 共 に 移 住 し まし た 。 人 生 2 度 目 の 国 際 引 っ 越 しで す。 本 来 な ら 日 本 へ 帰 国 して親 の 介 護 に 専 念 すべ き 時

期 だっ た の で は ？ と 思 わ な く も な かっ た の で す が、 す で に 夫 の 両 親 は 他 界 し 、 私 の 父 も 他 界 して い ました。 残 っ

た 私 の 実 の 母 は 当 時 9 2 歳 で、 認 知 症 も 無 く 健 康 で、 シニ アホーム に 入 居 を 決 めて い まし た 。

そ れ か ら の 8 年 間 、 ポー ラ ン ド で 私 は 思 う 存 分 ピアノ を 弾 き まし た 。 プロ の ピアニス ト と して ドイ ツ や イタ リ ア

や フ ラ ンス に も 招 聘 さ れ 、 ウク ライ ナ で も 4 回 オ ーケス ト ラ と 共 演 し まし た 。 アパート も 防 音 工 事 を して、 ス タ

イ ン ウェ イ ピアノ O 型 を 置 き 、 ホーム コ ン サ ート を 開 催 し たり、 地 元 で は 有 名 人 とな り 名 誉 市 民 の 称 号 も いた だ

き まし た 。



第 2 章 　「 7 0 歳 を 迎 えて 」

そ して 今 年 私 は 7 0 歳 、 夫 は 7 5 歳 に な り まし た 。 さて、 人 生 の 最 終 章 、 ど のよ う に 生 き た い か を 考 え た時 に 、
こ の まま 「 ポー ラ ン ド で ピアニス ト と して 死 に た い 」 と 望 む 心 と 、「 日 本 で 1 0 0 歳 を 迎 え よ うと して いる 母
の そ ば に 、 1 人 の 娘 と して 帰 りた い 」 と いう 思 い の 間 で 悩 み まし た 。 夫 は 英 語 も ポー ラ ン ド 語 も 得 意 で は な
く 、 病 気 に なっ たり 1 人 に なっ た ら 日 本 へ 帰 りた いと 言 い ますし 、 私 は 私 で、 旧 知 の 友 人 たち や 私 の ファ ン の
層 も 高 齢 化 が 進 み 、 近 年 もう 若 く は な い 自 分 の 年 齢 を 実 感 する よ う に な り まし た 。

そ して コ ロ ナ 禍 を 経 て 世 界 の 情 勢 は 一 変 し まし た 。 A I 化 が 進 み 、 ウク ライ ナ 戦 争 で 難 民 が 溢 れ 、 音 楽や文化
に 対 する 国 の 予 算 は 減 る 一 方 で す。 お 年 寄 り は 外 出 を 控 え 、 若 い 人 は ポッ プ 音 楽 を 好 み 、 ヨーロッ パ でもク ラ
シッ ク 音 楽 は 廃 れてきて い ます。 そん な 中 で も 2 0 2 6 年 も イタ リ ア や スペ イ ン の 音 楽 祭 に 呼 んで いた だ いた
り、 ウク ライ ナ の オ ーケス ト ラ か ら 戦 争 が 終 わっ た ら 来 て 欲 しいと お 声 が か かっ たり、「 あ り が た いお誘 い 」
に 「 ま だま だ 弾 き た い 」 と 思 う 気 持 ち が 勝 る 日 も あ り、 本 当 に 迷 い まし た 。 そ の 未 練 を 全 て 振 り 切 って日 本
帰 国 を 決 心 し た の は つ い 最 近 の こ と で す。

ポー ラ ン ド の 友 人 は 本 当 に 仲 よ く してく れて 「 AT S U K O ！ な ぜ 今 更 日 本 へ 帰 るんだ ？ ！ 」 と 半 ば お怒 り の 声
さえ 聞 こ えてき ます。 で も 私 の、 そ して 夫 の 日 本 人 と しての 「 血 」 は 日 本 帰 国 を 選 択 し た の で す。 す でに ずっ
と 母 の 面 倒 を 見 てく れて いた 弟 は 、 5 9 歳 と いう 若 さで A L S と いう 難 病 に か か り 他 界 して し まって い ますし 、
多 く の 叔 父 叔 母 も 亡 く なって い ます。「 せ めて 母 が 生 きてく れて いるうち に 、 同 級 生 が ま だま だ 元 気 な うち
に 、 日 本 へ 帰 りた い ！ 」 そ う 思 いだ すと いて も たって も い ら れ な く な り まし た 。 日 本 もず いぶ ん 変 わってし
まっ た こ と と 思 い ます が、 浦 島 太 郎 の 気 分 で 帰 国 を 楽 し み に して い ます。

今 回 、 帰 国 記 念 、 そ して 7 0 歳 記 念 の 最 後 の 大 きな コ ン サ ート と して、 阪 神 大 震 災 以 来 ずっ と 活 動 を 共 に して
き た J A F S （ アジ ア 協 会 アジ ア 友 の 会 ） と 一 緒 に 関 西 で は ザ ・ フェ ニッ クス ホール で、 関 東 で は ミ ューザ川崎
で、 チャ リ ティ コ ン サ ート を 開 催 し ます。 故 国 を 離 れて 1 8 年 も 経 つ の に ま だ 覚 えて いてく だ さ る 友 人 や ファ
ン の 方 達 の た め に 、 今 まで 私 が 経 験 してき た すべての 感 情 を 込 めて、 私 の 心 の 声 を 音 に 乗 せ て 伝 え た いと思 っ
て い ます。 特 に ポー ラ ン ド で 培 っ た ショ パ ン へ の 深 い 思 い を聴 いて 頂 き た いと 、 ショ パ ン の 曲 を 中 心にプログ
ラ ミ ング して い ます。

第 3 章 　「 帰 国 後 の 抱 負 」

こ れ か ら の 事 ・ ・ ・ 人 生 1 0 0 年 時 代 と 言 わ れ る 中 で、 母 を お 手 本 に 、 私 の 人 生 の こ れ か ら の 3 0 年 を 考 えな い
わ け に は い き ません 。 第 1 に 「 今 まで 私 の ピアニス ト と しての 生 き 方 を 応 援 し 続 け てく れた 夫 や 母 に 少 しでも
恩 返 し が で き た ら ・ ・ ・ 」 と 、 本 当 に 願 って い ます。 そ して 第 2 に 「 デルガ ド 先 生 か ら 教 わっ た 宝 物 ➖ 魂 に 触
れ る 音 を 奏 でる 大 切 さ と 音 楽 に 対 する 美 しい 感 情 ➖ を 若 い 人 たち に 伝 えて い け た ら ・ ・ ・ 」 と 思 って い ます。

今 年 図 らず も 、 私 が 会 長 とな り ヒ ナス テ ラ 国 際 協 会 を 立 ち 上 げまし た 。 す で に ヨーロッ パ で N P O の 登 録 を 済
ませ、 恩 師 デルガ ド 先 生 を 名 誉 会 長 に 、 ヒ ナス テ ラ の お 嬢 様 G i o r g i n a  さ ん を 名 誉 会 員 に 迎 え 、 各 国 の 著 名 な
音 楽 家 に 支 部 長 に つ いて も ら い 、 2 0 3 3 年 の ヒ ナス テ ラ 没 後 5 0 年 の イベ ン ト に 向 け て、 世 界 中 に ヒ ナス テ ラ の
音 楽 とそ の 音 楽 哲 学 を 広 め た いと いう 目 的 で ス タ ート し まし た 。 彼 の 音 楽 哲 学 を 一 言 で 言 い 表 すな ら 「 人 間 の
感 情 を 忘 れては な ら な い ！ 」 と いう 事 に 尽 きると 思 い ます。 私 は 、 そ の 音 楽 哲 学 こ そ 「 私 が 若 い 世 代 に 伝 え た
いと 思 って いる 」 そ して 「 私 自 身 も 励 ま さ れ 続 け てき た 普 遍 的 価 値 であ る 」 と 信 じ て 止 み ません 。 今 年 日 本 で
「 E S P R E S S I V O  G I N A S T E R A 」 と 題 して、 発 足 記 念 コ ン サ ート を 開 催 し ます。 恩 師 デルガ ド 先 生 の 東 京 リ
サイタル も 開 催 し ます。 そ の た め の ク ラ ウ ドファ ン ディ ング も 実 施 中 で、 そ の 中 に 私 の ヒ ナス テ ラ に 対 する 思
い もすべて 載 せ て い ますの で、 ぜ ひ 一 度 ご 覧 に なって 下 さ い 。（ ビ デオ も 見 て いた だ け ます ） 私 は 今 、 今 後 も
こ の ヒ ナス テ ラ 国 際 協 会 の 発 展 に 尽 力 して い く 事 に 使 命 感 す ら 感 じ て い ます。

h t t p s : / / m o t i o n - g a l l e r y . n e t / p r o j e c t s / a - g i n a s t e r a

最 後 に な り まし た が、 具 体 的 に は 日 本 帰 国 後 、 ボ ラ ン ティ ア で 高 齢 者 の 方 や 学 童 保 育 の 子 ど も たち に ピアノ や
英 語 を 教 える 機 会 が あ れ ば 嬉 しいで すし 、 J A F S の 会 員 の 方 たち と も 、 ピアノ や 英 語 を 学 ぶ 会 、 国 際 感 覚を 語
り 合 う 会 など を 立 ち 上 げて 交 流 し 続 け て い き た いと 考 えて い ます。 私 自 身 を 含 め 、 高 齢 者 の 人 生 は 決 して余 生
で は な く 、 人 生 で 一 番 輝 か しい 経 験 が で きる 時 期 と して、 少 しで もそ の お 手 伝 い が で き た ら 「 私 の 帰 国 後 の 人
生 を さ らに 充 実 さ せる こ と が で きるか も 」 と あつ か ましい 抱 負 を 抱 いて い ます。


